
チーム代表者 様 

 

熱中症予防 × コロナ感染防止で 

安心・安全な試合開催を！ 
 

JFA熱中症ガイドラインに従った運営を行います。 

水分をしっかり摂るなど「熱中症予防」と社会的距離を保つなど「コロナ感染防止」の両立にご協力をお願いいた

します。 

コロナ感染状況をみますと、まだまだ十分な感染防止が必要です。一方、気温がかなり高く、熱中症予防も重要

です。下記に主な事項を示しますが、状況をみながら柔軟な対応をしていきます。 

選手の会場までの往復については、政府や県、教育委員会等の指針や指導に従って下さい。 

 

 

１． 試合前及び試合間の待機時 

① 原則、マスクを着用する。但し、熱中症が心配される場合は社会的距離を保って外してよい。 

② 不要な会話や接触は避ける。 

 

２． 更衣室及び更衣場所 

① 原則、マスクを着用する。 

② 室内の場合は滞在時間をなるべく少なくできるようにする。 

 

３． チームベンチ 

・ 可能な限り、1席以上（60cm程度）あけて社会的距離を保つ。 

また、会場責任者、主審、両チームが事前に合意をした場所での待機を認める。 

・ 不要な会話や接触は避ける。 

 

（１） 指導者及びスタッフ 

① 常時、マスクを着用 

② テクニカルエリアで指示を送る時はマスクを外すことは認められる。 

 

（２） 出場選手（試合前、ハーフタイムミーティング） 

① 選手はマスクを外してよい。可能な限り社会的距離を保つ。 

 

（３） 控え選手 

① マスクは原則、着用する。但し、熱中症が心配される場合は、可能な限り社会的距離を保って外してよい。 

② ウォーミングアップ時はマスクを外してよい。 

③ ４種の試合においては、不要な会話をしないことでマスクを外す。 

 

2022年 7月 1日 

公益財団法人愛知県サッカー協会 

 

   


